
　2017年7月1日・2日、上智大学四谷キャンパスにおいて第20回大会を開催しました。
テーマは「パラドックスの中でどう生きるか」。このテーマには様々な思いを込めま
した。参加者数209名（うち大学院生58名）。研究発表45件、自主企画5件で、大会史
上2番目の盛況ぶりでした。
　初日の冒頭に、前例のない大会長講演を入れさせていただきました。参加者へのご
あいさつと基調講演の前座と位置付け、「日本のコミュニティ心理学の過去、現在、
未来」というテーマでお話させていただきました。「過去」として、山本和郎先生と
の思い出を中心に、1975年から続いた「コミュニティ心理学シンポジウム」と、そこ
から学会として発展してきた経緯を若い世代の皆様にお伝えしました。「現在」とし
て、学会誌「コミュニティ心理学研究」の論文内容の分析結果を基に本学会の研究テ
ーマの動向をお話ししました。そして「未来」として、学会が取り組んでいくべき課
題を公認心理師制度の発足を念頭に入れながら私見を交えてお話ししました。この講。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大会長　久田　満）

演で協調したかったのは「（本学会が）変わらずにいるためには変わり続けなければならない」というパラドックスでした。
　基調講演は、岡檀先生に「道草は必須、脱線はチャンス－日本で最も自殺が少ない町での4年間のフィールドワークから
－」というテーマでお願いいたしました。内容はまさに大会テーマであり、道草や脱線から貴重な情報が集められるという
パラドキシカルなフィールドワークを基に見出された知見に、会場一杯に埋め尽くされた聴衆の心には感動と納得が行き来
していました。当日参加された方もそうでない方も、先生のご著書「生き心地の良い町－この自殺率の低さには理由がある
（講談社）」をぜひお読みください。
　みな様ご承知にように、2016年7月12日、日本のコミュニティ心理学界を牽引して来られた山本和郎先生が亡くなられま
した。山本和郎先生追悼シンポジウム「様々な心理療法に生きるコミュニティ・アプローチ」は、高橋美保先生を中心に企
画され、山本先生の門下生達（森さち子先生、福島哲夫先生、津川秀夫先生）が先生の教えを実践の場でどのように生かし
ているのかを報告し合い、一歩離れた立場から黒沢幸子先生と中村菜々子先生がコメントするという、かなり贅沢な試みで
した。登壇者一人ひとりの話題が豊富で、フロアーからの発言も加わり、非常に有意な時間を過ごすことができました。
　その他、大会企画ワークショップ「コンサルテーションの教育のあり方について考える」（企画・司会‐上田将史先生）
や研究委員会企画シンポジウム「コミュニティ心理学におけるプログラム評価－理論・実践・研究の方向性－」（企画・司
会－安田節之先生）の会場も盛況で、参加者はそれぞれのテーマに関するたくさんの示唆を得たのではないでしょうか。
例年どおり初日の夜に、「山本先生1周忌の集い」として懇親会を開催しました。始めに全員で黙とうをして先生のご冥福
をお祈りし、先生の朋友光岡征夫先生による献杯のご発声ののち、それぞれが近況を語り合い、最後は「山本先生クイズ大
会」で盛り上がりました。この集いを企画して下さった山本ゼミOGOBの方々に厚く御礼申し上げます。
　このように第20回記念大会は盛況のうちに終了しました。大きな事故もなく、天候にも恵まれ、全国各地より20代から80
代までの多く方々に参加して頂きました。どうもありがとうございました。最後になりましたが、スカイブルーのＴシャツ
姿で裏方としてこの大会を支えてくれた法政大学丹羽ゼミ、立教大学安田ゼミ、そして上智大学久田ゼミの学生のみな様に
も感謝申し上げます。
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第20回大会に参加して
　～　大学院生より　～
　第20回記念大会という記念すべき大会に参加させていただき，口頭発表の機会をいただきました。私にとっては昨年に続
き2年連続の参加となりましたが，実はちょうど10年前，第10回大会（大会長北島 茂樹先生・副大会長田嶌 誠一先生）で
も事務局長をさせていただいたことがあり，縦横無尽に繋がるコミュニティが繋ぐ不思議なご縁を感じました。
　大会長久田 満先生による，学会の来し方を振り返りながらの「変わらないためには変わり続ける必要がある」という力
強いメッセージ，岡 檀先生の自殺希少地域というコミュニティでの調査から未来を描く示唆深い基調講演，そのほか参加
させていただいた全ての場で，「横だけではなく縦にも繋がり続けることの大切さ」を常に感じ続けることができた大会で
した。10年先，20年先に自分が何をしてきたかを，コミュニティを通して振り返ることができるように，未熟ながら私も研
究・教育・臨床実践などに邁進したいと思います。
　大変刺激的で，学問の持つ愉しみにも触れさせていただきました大会準備委員会の皆様ならびに上智大学スタッフの方々
に，この場をお借りして深く御礼を申し上げます。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。（北翔大学　澤 聡一）

　上智大学で行われた第20回記念大会では、話題提供者として大会企画ワークショップ、ポスター発表で参加させていただ
きました。大会企画ワークショップ『コンサルテーションの教育のあり方について考える』では、厳しくも温かいご意見に
恵まれました。
　特にコンサルテーションについて体系的に学んできたことが少ないというアンケート結果やテーマの内容から若手の参加
が多いと思っていましたが、ベテランの先生方にも多くご参加いただき実践的なアドバイスをいただくことが出来ました。
今後の活動に活かして参りたいと思います。これまでも第18回大会ではポスター発表、第19回大会では自主シンポジウム、
とこれまでも多くの先生方からの支えをいただきながら参加して参りました。
　今回の発表では『対人援助職を対象としたEAP活動の展開―児童福祉施設での実践報告―』というテーマでポスター発表
いたしました。専門領域の異なる方からも多くのご意見をいただくことができ、毎回大変有意義な時間を過ごすことが出来
ました。大会に参加する毎に新たな視点が生まれ、これまでの自分の活動を振り返り、また今後の活動について検討するこ
とが出来ています。
　最後になりますが、本学会大会の運営にご尽力いただいた皆様に御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般社団法人心理支援ネットワーク心PLUS 玉澤知恵美）



　月の震災により、事前の参加申し込みすらできない状況の中、
大会直前に久田大会長からメールで、「院生の集いの運営をお願
いしたい」というご命令をいただき、急遽今回の院生の集いの運
営をさせていただくことになりました。
　何分急な話でしたので、とにかく当日は大学院生の皆さんが情
報交換をできる場を設定できれば、と思い会場に行きましたが、
会場や必要なものの準備まで、必要があればその場でスタッフの
皆さんに用意してもらうような状況でした。迅速な対応をしてい
ただきました、スタッフの皆様ありがとうございました。
　結果としては関東、中部、九州をはじめとした１０の大学から、
２７名の方にご参加いただき、少人数のグループに分かれて情報
交換を行うことができました。この集いへの参加を刺激にして、
将来の研究へとつながっていけば幸いです。
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コラム
コミュニティ心理学と公認心理師　小坂　守孝（北翔大学）
　

　いよいよ平成3 0 年度から公認心理師試験が実施される。先立って厚生労働省より発表された
「公認心理師になるために必要な科目」の中にはコミュニティ心理学の文字こそなかったもの
の、その科目一覧に記載されている主な内容や、後日発売された「公認心理師　現任者講習会
テキスト」（金剛出版）を参照すると、「多職種連携及び地域連携」「個人のエンパワーメン
ト」「虐待の発生予防」「教員・保護者へのコンサルテーション」「一次予防、二次予防、三
次予防」「当事者の強み」などの用語が随所に見られた。このことから、コミュニティ心理学
に関連の深い知見が複数の科目において含まれていると考えて差し支えない。
　「コミュニティ心理学ハンドブック」（東京大学出版会）や「よくわかるコミュニティ心理
学」（ミネルヴァ書房）などに掲載されているコミュニティ心理学の主要な理念と照らし合わ
せてみると、予防精神医学において提唱されている予防の考え方や、福祉領域においても馴染
みのあるエンパワメント・ソーシャルサポートなどの概念は公認心理師の実践においても比較
的取り入れられやすいであろう。
　その一方、公認心理師において必要な知識として十分反映しきれていないと思われたのは、
生態学的視座、コミュニティ感覚、社会変革といったものである。
　これらは、コミュニティ心理学独自の概念として伝えてゆかねばならない。
　例えば、「他職種連携・地域連携」については実践として触れられているものの、個と環境
の適合を目指すコラボレーションとは似て非なるものと考えられた。また、障害児・者におけ
る「障害の医学モデルから社会モデルへの転換」という観点は、切り口は異なるものの、生態
学的視座に近い視点と言える。
　一見すると公認心理師における具体的介入方法に取り入れられている手法は種々あるものの、
それらが小手先の手法に終わらず、真に「個と環境の適合」のために「社会変革」を目指すも
のであるためには、そのプロセスを貫く理論体系として、また、実践のためのメタ理論として
コミュニティ心理学という学問を伝えてゆかねばならない。
　また、言うまでもない事ではあるが、コミュニティ心理学が目指すところは公認心理師の実
践と重なる部分が多いものの、それが全てではない。そもそもコミュニティ心理学が包み込む
ものは公認心理師業務のみに収まりきるものではない。そして、コミュニティ心理学は「市民
のための心理学」であり、専門家のみならず市民と共有できる心理学として広く社会問題の解
決に寄与できるものであることも伝えてゆかねばならない。
　以上、まだまだ情報が不十分な中ではあるが、今後、公認心理師におけるコミュニティ心理
学の教育・啓蒙という観点から検討が必要と思われるため、私見を述べさせて頂いた。会員の
皆様におかれては様々な意見があろうかと思うが、この関係の議論も活発になってくればと願
っている。
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